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婦
の
養
成
が
国
の
施
策
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
一
九
一
五
年
ま
で
の
講

習
会
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

一
九
○
三
年
七
／
二
九
講
習
会
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
「
巣
鴨
病
院

普
通
看
護
法
講
習
規
則
」
を
制
定
し
て
お
り
、
講
習
会
の
目
的
は
”
一

般
患
者
及
び
精
神
病
患
者
を
看
護
す
る
方
法
の
教
授
“
と
し
て
い
る
。

講
習
生
は
三
ヶ
月
以
上
看
護
に
従
事
し
品
行
方
正
で
患
者
に
対
し
、
親

切
で
高
等
小
学
校
二
年
以
上
の
学
力
の
あ
る
も
の
又
は
、
入
学
試
験
に

合
格
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
修
業
年
限
は
三
年
で
、
前
期
は
学
科
及

び
実
習
、
後
期
は
実
務
を
行
う
。
講
習
科
目
は
解
剖
・
生
理
大
意
、
外

科
的
看
護
法
、
内
科
的
看
護
法
、
伝
染
病
患
者
看
護
法
、
衛
生
学
大
意
、

精
神
病
患
者
看
護
法
、
看
護
人
に
要
す
る
心
得
の
七
項
目
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
講
師
は
医
師
が
中
心
で
あ
っ
た
が
包
帯
法
は
清
水
看
護
長
、

実
地
演
習
は
看
護
長
が
担
当
し
て
い
た
。
三
年
間
の
修
業
期
間
を
終
了

で
き
る
講
習
生
は
約
三
割
程
度
で
あ
っ
た
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
一
看
護
人
の
資
質
や
倫
理
観
の
不
足
、
二
看

護
人
の
待
遇
の
悪
さ
と
看
護
の
専
門
性
が
持
ち
に
く
い
、
三
卒
業
し
た

女
子
に
は
看
護
婦
免
許
が
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
講
習
内
容
や
実
習

内
容
も
高
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
講
習
会
修
了
者
は
入
学
者
と

比
較
す
る
と
か
な
り
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
精
神
病
院
の
看
護
を

支
え
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

（
平
成
十
七
年
九
月
例
会
）

黒
死
病
は
ペ
ス
ト
か

ｌ
黒
死
病
の
謎

滝
上
正

ヒ
ト
ペ
ス
ト
は
ネ
ズ
ミ
ノ
ミ
の
媒
介
に
よ
り
ペ
ス
ト
ネ
ズ
ミ
か
ら
感

染
、
発
症
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
三
四
八
／
五
○
年
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
流
行
し
た
黒
死
病
は
ベ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
ま
で
は
信
じ

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
定
説
に
前
世
紀
の
中
頃
以
降
、
疑

問
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
た
い
す
る
疑
問
の
理
由
は
ペ
ス
ト
に
比
し
黒
死
病
は
域
内

伝
播
が
速
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
、
死
亡
率
が
高
か
っ
た
こ
と
、
経
過
に

電
撃
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
ブ
ボ
ー
な
ど
の
ペ
ス
ト

と
し
て
典
型
的
症
状
に
欠
け
て
い
た
こ
と
、
家
畜
の
大
量
死
を
伴
っ
て

い
た
こ
と
、
ネ
ズ
ミ
の
先
行
死
を
み
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
あ
る
。

黒
死
病
は
ペ
ス
ト
と
炭
疽
の
合
併
流
行
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
わ

せ
て
古
典
的
ネ
ズ
ミ
ノ
ミ
理
論
へ
の
批
判
も
紹
介
し
た
。

（
平
成
十
七
年
九
月
例
会
）


